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要約
【目的】中堅看護師のキャリア・プラトーの様相を明らかにし、キャリア支援のあり方を検討する。





【結果】研究参加者は、12 名（男性 2名、女性 10 名）、平均年齢 31.8 歳、看護師経験年数は 5～ 13 年（平均経験年数 6
年 9 か月）であった。このうち、キャリア・プラトーを経験した者は 8名であった。成長の実感が（2－）の状態でプ
ラトーを経験した者は 1名、（－）が 2名、（＋）が 4名、（－）と（＋）の 2回のプラトーを経験した者が 1名であった。


















































































































































































女性 10 名）。年齢は、20 歳代 5 名、30 歳代 6 名、40
歳代 1 名で（平均年齢 31.8 歳）、看護師経験年数は、






























































































































































































































































































4） Bardwick，J.，（1986）/ 江田順子 [ 訳 ]（1988）：「仕
事に燃えなくなったとき」どうするか，東京：ティ
ビーエス・ブリタニカ .
5） 辻　ちえ，小笠原知枝，竹田千佐子他（2007）：
中堅看護師の看護実践能力の発達過程におけるプラ
トー現象とその要因，日本看護研究学会雑誌，30
（5）：31-38.
6） 森嶋道子（2014）：中堅看護師の職務キャリアに
関連する要因の検討，畿央大学紀要，11（2）：55-
62.
7） 木村千里，松岡　恵，平澤美恵子他（2003）：病
院勤務助産師のキャリア開発に関する研究―停滞と
その打破に焦点を当てて―，日本助産学会誌，16
（2）：69-78.
8） 坂部敬子，中谷芳美（2016）：北陸の市町村保健
師の専門能力とその関連要因，北陸公衆衛生学会誌，
43（1）：1-9.
9） 関　美佐（2015）：キャリア中期にある看護職者
のキャリア発達における停滞に関する検討，日本看
護科学会誌，35：101-110.
10）前掲 7）
11）原頼子，石原多佳子，後閑容子（2016）：熟練訪
問看護師のキャリア発達の特徴，日本在宅看護学会
誌，5（1）：134-141.
12）吉田礼子（2015）：中堅看護師の臨床実践能力と
成長に関する文献検討，東海大学医療技術短期大学
総合看護研究施設論文集，24：39-48.
13）佐野明美，平井さよ子，山口桂子（2006）：中堅
看護師の仕事意欲に関する調査―役割ストレス認知
及びその他関連要因との分析―，日本看護研究学会
雑誌，29（2）：81-93.
14）パトリシア・ベナー／井部俊子訳（2005）：ベナー
看護論　新訳版　初心者から達人へ，26，東京：医
学書院．
15）山本　寛，松下由美子，田中彰子他（2012）：看
護職のキャリア目標の設定とキャリア・プラトー化
との関係―内容的プラトー化との比較の観点か
ら―，産業・組織心理学研究，25（2）：147-159.
16）山下希美，尾藤加菜，大前ひかり（2013）：A病
院看護師の手術室イメージの変化と院内留学の効
果，愛媛労災病院医学雑誌，10（1）：20-22.
17）近藤央子，古田順子，光明寺寿恵他（2013）：総
合病院精神科病棟の中堅看護師による院内留学の意
義，日本精神科看護学術集会誌，56（1）：80-81.
18）嶋田一平，小島恒美，津崎好美他（2012）：中堅
看護師の定着化についての取り組み，愛仁会医学研
究誌，44：169-171．
19）青木美佐江，深見真弓，谷之口美由紀他（2007）：
卒後の継続教育としての院内留学の成果―看護師の
キャリアアップ力の視点から―，日本看護学会論文
集　看護教育，38：24-26.
20）小川文香（2006）：看護職員の能力開発支援のた
めの院内留学を試みて，愛仁会医学研究誌，38：
121-124.
21）山根理恵子（2003）：看護職者のキャリアアップ
を支援する院内留学―卒後教育研修における院内留
学を企画しての評価―，日本看護学会論文集　看護
教育，34：59-61.
中堅看護師のキャリア・プラトーの様相
－ 16 －
22）佐藤美子（2009）：看護師定着のためのスーパー
ローテーション研修の導入，日本医療マネジメント
学会雑誌，10（1）：247．
23）岡崎由美，遠藤芳子（2008）：障害児をもつ母親
の障害の受容までの期間と契機および現在の思い，
北日本看護学会誌，11（1）：1-11.
24）前掲 23）
25）前掲 15）
26）前掲 4）
27）前掲 9）
